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論文審査の要旨

頚動脈ステント留置術（CAS ）中にステント間隙からプラークが血管内腔に突出する

プラークプロトルージョン（PP）の発生率は2.6% で、周術期脳梗塞と強く関連するとい

われている。その危険因子は不安定プラークとオープンセルステントの使用とされてい

る。本研究では、不安定プラークを伴った頚動脈狭窄症に対して pp の発生抑制を目的

にクローズドセルを用いたステントインステント法を開発し、治療成績を検討した。術

前MRプラークイメージで不安定プラークと診断された頚動脈狭窄症連続35例35病変

を対象にCAS を行った。ステントは全例クローズドセルステントの Carotid W allstent を

用い、 1本目のステントは狭窄部を十分カバーするように留置し、 2本目のステントは最

小狭窄部に重ねるようにステントインステントで留置。その後控えめな後拡張施行。直

後のDSA と血管内超音波で拡張の程度およびppの有無を判定した。手技成功率 100% 、

pp 発生率 0%、同側脳梗塞の発生率 0%、同側虚血性病変の発生率は 10 例（29% ）であ

った。平均 11.6 ヵ月の期間での同側脳卒中の発生率 0%、平均9.4 ヵ月の期間での再狭

窄率は2例（6%) （狭窄 I，閉塞1例）で、あったが、いずれも無症候で、あった。不安定プラ

ークを伴った頚動脈狭窄症に対するクローズドセルステントを用いたステントインス

テント法の治療成績は良好で pp 及び周術期虚血性合併症の予防に有用であることが示

唆され、頚動脈狭窄症の治療に新たな可能性を示した重要な研究と考えられる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断 ・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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